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はじめに
日本国内の自然環境は日を増すごとに悪化して

おり，環境省版レッドリストが改訂される度に絶
滅危惧種数の増加，あるいは選定ランクの上昇が
続いている（環境省自然環境局野生生物課希少種
保全推進室，2015）．そうした中，昆虫においては
特に絶滅の危険度の高い種が「絶滅のおそれのあ
る野生動植物の種の保存に関する法律」（以下種の
保存法と記す）に指定され，そのうちの一部の種

（2017 年 6 月時点で 9 種）に対して，環境省が保護
増殖事業を実施している（環境省「保護増殖事業」，
https://www.env.go.jp/nature/kisho/hogozoushoku/，
2017 年 6 月 18 日確認）．種の保存法に基づく国内
希少野生動植物種については，環境省が 2020 年
までに 300 種の追加指定を目標としていることか
らも（環境省「絶滅のおそれのある野生生物種の
保 全 戦 略 」，http://www.env.go.jp/nature/kisho/hozen/
senryaku.html，2017 年 6 月 18 日確認），保護増殖
事業の対象種数は今後増加する可能性がある．

環境省の保護増殖には，生息域内保全（現地保全）
と生息域外保全が含まれている（環境省，2014）．
生息域外保全が行われる際，該当種はそれぞれ希
少種であることから，普通飼育開始時点における
飼育に関する知見はほぼ皆無である．このため，
各担当施設ではそれらの飼育方法についてこれま
でも試行錯誤が繰り返されている（北野・渡部，
2016）．もし，事前に飼育方法がわかっていれば，
安定した個体数を維持する上で成果が早く出る可
能性がある．また，同種または類似種の生息域外
保全を他の施設で行う際にも，飼育方法や繁殖生
態に関する情報は非常に参考になるため，情報の
蓄積は生息域外保全の成功に向けて大きく貢献す
るものと考えられる．

石川県ふれあい昆虫館では，マルコガタノゲン
ゴロウ Cybister lewisianus Sharp, 1873，シャープゲ
ンゴロウモドキ Dytiscus sharpi Wehncke, 1875，ヤ

シャゲンゴロウ Acilius kishii Nakane, 1963 の生息域
外保全をはじめ，多くのゲンゴロウ類の飼育を行っ
てきた．本研究では，その中で明らかになったヤ
シャゲンゴロウの繁殖生態に関する新知見や，そ
の他のゲンゴロウ類を飼育する際の効率的な方法，
留意すべき点などについて紹介する．

ヤシャゲンゴロウの飼育に至った経緯
ヤシャゲンゴロウ（図 1）は，種の保存法に基づ

く国内希少野生動植物種に指定されていることに
加え，環境省版レッドデータブックにおいて絶滅危
惧 IB 類（環境省自然環境局野生生物課希少種保全
推進室，2015），福井県版レッドデータブックにお
いて絶滅危惧 I 類に選定されている（福井県安全環
境部自然環境課，2016）．世界で福井県南越前町の
夜叉ケ池にしか生息していないことなどから（森・
北山，2002），2005 年に「ヤシャゲンゴロウ保護増
殖事業計画」が農林水産省および環境省により策定
された（農林水産省・環境省，2005）．その計画に
沿う形で，生息状況の把握，生息地における生息環
境の維持・改善，人工繁殖や個体の再導入の試みな
どが行われてきた．このうち，本種の生息域外保全
については，従来地元の南越前町の「ヤシャゲンゴ
ロウを育てる会」が単独で同町宇津尾の廃校を飼育
場として人工繁殖に取り組んできた．しかし，2013
年には，孵化幼虫が多すぎて十分な管理ができな
かったり，冬季において飼育下の成虫の個体数が激
減したりするという事態が生じたことから，リスク
分散や人工的な飼育・繁殖方法の確立を目的として，
2014 年より 4 館園（宇津尾飼育場，福井県自然保
護センター，越前松島水族館，当館）で分散飼育を
行うこととなった．そして，さらなる技術の向上を
目指し，生息域外保全ネットワークによる相互補完
体制がスタートした．

当館では，前述した保護増殖事業のため，環境
省より許可を得たうえでヤシャゲンゴロウの飼育
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を実施した．

材料と飼育方法
繁殖1年目（2015年）

2014 年 6 月に宇津尾飼育場から分譲していただ
いた幼虫 20 個体（1 齢 5 個体，2 齢 15 個体）を飼育し，
そこから成虫まで育った 10 頭（成虫 3♂7♀）を用い，
60 cm×29 cm×36 cm のガラス製水槽にて飼育を行っ
た．飼育容器内には止まり木となる流木を入れ，
奥野ら（1996）を参考にして水面より上に露出さ
せた流木に苔類やウィローモスを産卵場所として
配置した．産卵が確認された場合には，卵を別容
器に移すことはせず，卵が孵化するまでそのまま
経過を観察した．孵化した幼虫は，確認後すぐに
繁殖用の水槽から幼虫飼育用の別容器へ移動させ
た．幼虫は集団飼育を基本とし，ミジンコ類，ボ
ウフラ類，その他の小動物などを与えながら捕食
可能な餌について調査した．この年は，非常に多
くの幼虫を飼育したこと，幼虫の飼育方法につい
て試行錯誤を繰り返したことなどの理由から，細
かな齢期の記録は一部の個体を除いて行わず，孵
化した幼虫の数および孵化日を記録した．

成虫および幼虫の飼育は，18℃になるようエア
コンで管理した石川県ふれあい昆虫館（石川県白
山市）の飼育室にて行った．

繁殖2年目（2016年）
繁殖 1 年目に用いた成虫の越冬個体 3 頭とその

次世代の成虫 33 頭を用い，1 年目と同様の飼育環
境および方法で飼育した．2 年目には，飼育方法が
ある程度確立されていたため，幼虫期間について
も可能な限り記録した．

結果および考察
ヤシャゲンゴロウの産卵数

繁殖 1 年目の飼育において，7 頭の雌成虫から
737 個の産卵（卵および孵化した幼虫の合計数）が
確認された（図 2）．奥野ら（1996）によると，1
頭の雌による産卵数は約 20 ～ 30 個であることが
示唆されているが，今回の結果では 1 頭の雌が平
均約 105 個産卵したことになり，飼育条件によっ
ては，1 雌あたり 100 個以上の産卵を行うことが
明らかとなった．これは，産卵数が知られている
中型種のスジゲンゴロウ Hydaticus satoi Wewalka, 
1975 の産卵数が 1 雌あたり 12 ～ 17 個である（渡部・
加藤，2017）のと比べて多産である．

幼虫の孵化は 2015 年 5 月 3 日から 8 月 3 日まで
確認された．卵期間は約 10 日であることから（奥
野ら，1996），産卵は 4 月 23 日から 7 月 24 日にか
けて行われたものと考えられる．卵期間をほぼ一
定と仮定すると，産卵期間は 92 日と推測される．
奥野ら（1996）は，飼育下における産卵期間が約 2
～ 3 ヶ月であったことから，自然環境下での産卵
期間が数ヶ月に及ぶことは考えられないとしてい
る．この理由として，飼育下では充分に栄養が補
給されること，水温が高いことにより雌成虫体内
における卵の成育が良いことなどが挙げられてい
るが，今回の産卵期間は奥野ら（1996）の飼育実
験の結果とほぼ同様であった．

幼虫の成育期間
繁殖 2 年目の飼育において記録した幼虫の成育

期間を表 1 に示す．1 齢幼虫は 5 ～ 9 日（平均 7.4

図1．石川県ふれあい昆虫館で飼育したヤシャゲンゴロウの
成虫．

図2．水際の苔に産み付けられた卵．A，産卵後の様子；
B，孵化直前の卵．

成育段階 平均日数 最短日数 最長日数 サンプル数

1齢幼虫 7.4 5 9 43

2齢幼虫 7.8 6 10 43

3齢幼虫 14.0 9 22 43

幼虫期間 29.1 24 36 43

表1．ヤシャゲンゴロウの成育段階別成育期間．
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日，n = 43），2 齢 幼 虫 は 6 ～ 10 日（ 平 均 7.8 日，
n = 43），3 齢幼虫は 9 ～ 22 日（平均 14.0 日，n = 
43）であり，幼虫期間は 24 ～ 36 日（平均 29.1 日，
n = 43）であった．奥野ら（1996）が報告してい
る 1995 年の飼育記録（複数個体の記録をまとめて
表にしているため，正確な日数がわかるものだけ
を抜粋）によると，1 齢幼虫は 2 ～ 5 日（平均 3.0
日，n = 20），2 齢幼虫は 3 ～ 6 日（平均 4.0 日，n = 
20），3 齢幼虫は 6 ～ 18 日（平均 8.0 日，n = 20），
幼虫期間は 13 ～ 28 日（平均 15.0 日，n = 20）であり，
幼虫期間（孵化から上陸までに要する日数）が 24

～ 36 日という今回の結果は比較的長い日数を要し
ていることがわかる．次項に示すとおり，今回の
飼育では幼虫の餌が大きく異なるため，各齢期に
おける成育期間に差が生じたものと推測される．

なお，基本的な幼虫の生態や上陸以降の期間等
については奥野ら（1996）を参照されたい．

幼虫の餌について
本種の幼虫はタマミジンコやボウフラ類を捕食

することが知られている（奥野ら，1996）が，一
方で人工繁殖の課題として安定的な餌の確保があ
げられている（保科，2011）．ボウフラ類は成虫の
飼育が困難であるため安定した繁殖が難しく，ミ
ジンコ類を飼育するためにはその餌となる植物プ
ランクトンが必須である．市販されているクロレ
ラを活用することもできるが，継続的な保全を行
うためにも，コスト削減は必須の課題である．また，
ミジンコ類の死亡率は密度上昇に比例して増加す
る（飯塚，1973）．「ヤシャゲンゴロウを育てる会」
がミジンコ類の飼育に使用している廃校のプール
のような広大なスペースがあれば問題がないかも
しれないが，一般的には現実的ではないだろう．
筆者らは，ミジンコ類の飼育について試行錯誤を
重ねた結果，簡易かつ安価でできるミジンコ類の図3．クワの葉で作製した青汁とミジンコ類飼育用コンテ

ナ．

図4．ヤシャゲンゴロウ幼虫
が捕食した餌．A，フタ
ホシコオロギ幼虫；B，
オキナワナナフシ幼虫；
C，オンブバッタ成虫；
D ， ユ ウ レ イ グ モ 類 ；
E，カ類成虫；F，トンボ
科幼虫．
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飼育法を開発した．
また，ヤシャゲンゴロウ幼虫が捕食するミジン

コ類の数について，1 頭の 1 齢幼虫は 10 分間で 8
頭のタマミジンコを捕食することが報告されてお
り（奥野ら，1996），非常に多くのミジンコ類を
捕食する．そのため，ミジンコ類の飼育が上手く
いったとしても，多数の幼虫の腹を満たせる程の
量のミジンコ類を安定して供給することは不可能
であった．そこで，ミジンコ類の代用となり，か
つ利用しやすい餌についても検討することでいく
つかの有用な知見を得た．

ミジンコ類の簡易飼育法
ミジンコ類の餌は植物質であるため，当館では

クワの葉で作製した青汁を使用した．具体的には
クワの葉 30 枚程度を 500 ml の水と一緒にミキサー
にかけ，それをミジンコ飼育水槽（1 日以上汲み置
きした水を入れたコンテナ）へ投入する（図 3）．
約 80 ｌの水を入れた容器に対して 1 日あたり 50 
ml 程度の青汁を投入し続けた結果，ミジンコ類は
順調に増加した．この青汁は冷蔵庫に入れること
で数日であれば保管が可能である．

ミジンコ類の天敵
ミジンコ類を飼育する水槽には，しばしばヒドラ

が発生した．これは，おそらく外部から入ってくる
カエル類に付着してきたものと考えられる．ヒドラ
が発生すると，その水槽のミジンコ類は激減してし
まう．こうなると短期間での回復は不可能であり，
水槽の水を全て捨てた上で容器の天日干しを行い，
他の水槽からミジンコ類を再導入して飼育し直すの
が回復への近道である．この際に注意しなければな
らないのが，ヒドラが発生した水槽の中に入れた網

や手などは，ヒドラが発生していない水槽へ浸けて
はならない．これをしてしまうと，ヒドラが新たな
水槽へと広がってしまい，最悪の場合は全水槽のミ
ジンコ類が激減するなど，取り返しがつかないこと
になってしまう恐れがある．

新たな餌の開発と興味深い捕食行動
奥野ら（1996）に記された本種の幼虫の捕食行動

によると，上部前方を移動する小動物が捕食対象と
なることが窺える．また，具体的な事例は記されて
いないが，機敏に逃げることがなく量が豊富な小動
物であれば，ミジンコ類やボウフラ類でなくても本
種幼虫の餌になりうることが示唆されている（奥野
ら，1996）．そこで，水面に浮いている小動物も捕
食対象になるのではと考え，様々な餌を与えてみた．
その結果，固さや表面張力により好みがわかれるも
のの，フタホシコオロギ幼虫，オキナワナナフシ幼
虫，ショウジョウバエ類成虫，オンブバッタ成虫，
蚊類の成虫，ユウレイグモの仲間など，ミジンコ類
以外の節足動物も広く捕食することが判明した（表
2，図 4）．また，水中に生息する小動物も積極的に
捕食し，ボウフラ，小型のオタマジャクシ（ニホン
アマガエル，モリアオガエル），トンボ科の幼虫な
ども捕食した（表 2）．捕食対象はかなり多岐に渡っ
ており，自然環境下においては，さらに多様な餌を
捕食しているものと考えられる．

また，本種の幼虫に同じ餌を与え続けた際には，
興味深い捕食行動が観察された．例えば 1 齢幼虫時
代からコオロギ幼虫を与え続けた個体と 3 齢幼虫に
なってからコオロギ幼虫を与えた個体とを比較する
と，明らかに前者の方がコオロギ幼虫に対する捕食
能力が高く，水面に浮かぶタイプの餌を与えた際の
捕食適応力も高かった．一方で，オタマジャクシな
どの水中に沈むタイプの餌を与え続けた 3 齢幼虫は
常に水中の餌を追いかけるが，水面に浮かぶタイプ
の餌を与え続けた 3 齢幼虫に途中から同様のオタマ
ジャクシを与えた場合，水中を泳ぐオタマジャクシ
は餌として認識されなかった．飼育の際には，まと
まった数が確保された餌を与え続けることで，効率
的な飼育が可能であった．

コオロギ類の幼虫を使用する際の効率的な餌の集
め方 ―“ハーモニカ法”―

コオロギ類を飼育したことがある方はご存知か
と思うが，コオロギ類は個体により成長速度が異
なるため，容器ごとにおおよそ同じ体サイズのコ
オロギ類を分けて飼育していたとしても，餌とし
て適切な体サイズの個体だけを回収することは非

与えた餌 1齢幼虫 2齢幼虫 3齢幼虫

ミジンコ類
※1 ○ ○ ○

ボウフラ類 ○ ○ ○

コオロギ若齢幼虫 △ ○ ○

キイロショウジョウバエ × △ ○

トリニドショウジョウバエ × × △

オタマジャクシ
※2 × × △

オキナワナナフシ幼虫 × × △

オンブバッタ × × △

ユウレイグモ × × △

カ類成虫 - - △

トンボ科幼虫 - - △

※2
ニホンアマガエルとモリアオガエルの孵化直後の幼体．大きくなると食べない．

※1
タマミジンコ類．カイミジンコ類も食べるが，脱皮時に幼虫が食べられる．

　動きの早いケンミジンコ類は餌には適さない．

表2．ヤシャゲンゴロウ幼虫による捕食を確認した餌．〇：
よく食べる．△：個体によっては食べる．×：捕食は
未確認．
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常に難儀であり，時間がかかってしまう．さらに，
回収する際には，コオロギ類の脱皮殻や糞なども
同時に容器内へ入ってしまい，飼育容器内の水質
悪化にも繋がってしまう．筆者らは，これらの問
題を解決する効率的かつ簡易な餌の回収方法を開
発し，“ ハーモニカ法 ” と名付けた（図 5）．

ダンボールの切れ端をコオロギ類の飼育容器に
入れておくと，ダンボールの隙間に多数のコオロ
ギ類が入る（図 5A，B）．このダンボールの中に入
れる体サイズのコオロギ類の幼虫はヤシャゲンゴ
ロウの 2 齢～ 3 齢幼虫の餌として適した体サイズ
の個体であり，大きすぎる個体はダンボールの中
には入ることができない．この状態のダンボール
の切れ端を手に取り，回収容器の中でハーモニカ
を吹くように息を吹きかけると，丁度良い体サイ
ズの個体だけを回収することができる（図 5C，D）．
容器内には，コオロギ類と同時に脱皮殻や糞も入っ
てしまうが，容器内に向かって軽く息を吹きかけ
ることで，脱皮殻と糞だけが宙に舞い，容器の外
へと飛んでいく．この方法で回収したコオロギ類
の幼虫をふりかけのようにしてヤシャゲンゴロウ
の幼虫に与えることで，大きな時間短縮を実現す
ることができた．コオロギ類の幼虫は，オオイチ
モンジシマゲンゴロウ Hydaticus pacificus conspersus 

Régimbart, 1899 など，他の中型ゲンゴロウ類の幼
虫に対しても非常に使いやすい餌であるので，こ
の方法を使うことで餌を集める作業を効率化する
ことができる．

幼虫に餌を与える際の注意点
ヤシャゲンゴロウの幼虫へミジンコ類を与える

中で，適している種と適さない種がいることが分
かった．適しているのは動きが緩慢で体サイズの
大きいタマミジンコ，適していないのはケンミジ
ンコ類とカイミジンコ類である．ケンミジンコ類
は，一応幼虫が捕食することはできるが，動きが
早すぎて捕食が困難である．このため，餌を追い
かけるのに体力を使いすぎてしまい，捕食による
エネルギーでは栄養をまかなうことができないよ
うであった．カイミジンコ類は肉食性のミジンコ
であり，幼虫は餌として捕食はするものの，脱皮
直後の軟らかい状態の時に多数に群がられ，幼虫
が捕食されてしまうというアクシデントが多発し
た．1 対 1 であれば幼虫に分があるが，1 対多数か
つ幼虫が無防備な状態の場合，逆に捕食されてし
まう．この現象は大型ゲンゴロウ類の幼虫の餌と
してワラジムシ目ミズムシを使用する時にも要注
意である．当館ではマルコガタノゲンゴロウの餌

 図5．ハーモニカ法の手順．A，小さく切ったダンボールをフタホシコオロギの飼育容器に入れる；B，ダンボールの中に
入ったフタホシコオロギ幼虫；C，息を吹きかけてフタホシコオロギ幼虫を追い出す；D，回収したフタホシコオロギ幼
虫．
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としてミズムシを多用するが，1 齢幼虫から 2 齢幼
虫への脱皮の際，容器内のミズムシの数が多すぎ
ると，マルコガタノゲンゴロウの幼虫はミズムシ
に群がられ，捕食されてしまう．

餌の与え方 ―“スイミー効果” ―
ヤシャゲンゴロウの幼虫にコオロギ類の幼虫や

ショウジョウバエ類の成虫を与える際には，餌の
与え方に注意する必要がある．餌を一箇所に投入
した場合，表面張力または餌同士が互いの体を登
り合うことにより，水面上に餌が固まった状態に
なる（図 6）．こうなると餌を大きな塊として認識
してしまうためか，幼虫が捕食行動を起こさなく
なってしまう．筆者らは，甲斐ら（2017）収録の『ス
イミー』（レオ＝レニオさくえ・たにがわしゅんた
ろう訳）と同様の効果，つまり餌が塊状に集まる
ことによってヤシャゲンゴロウの幼虫が餌を大き
な 1 個体として認識している可能性があると考え
ており，この現象を “ スイミー効果 ” と呼んでいる．

幼虫の病気 ―“キイロ病”―
飼育中のヤシャゲンゴロウの幼虫に，病気と思

われる症状が確認された．原因は不明であるが，

全体的に体色が黄色になり，自由に泳げなくなっ
てしまうもので，この症状が現れた個体は呼吸の
ために浮上することができずに溺死してしまう（図
7）．体全体が黄色くなることから，筆者らは “ キ
イロ病 ” と呼んでいる．キイロ病は 2 齢幼虫の後
期から 3 齢幼虫にかけて約 10 例確認された．

治療法として効果がみられたのは，幼虫の呼吸
管が常に水面から出るように水深を浅くし，体力
の回復を待つというものである．この方法により，
2 割程度であるが幼虫を生存させることができた．

ヒドラによる捕食
ヤシャゲンゴロウの 1 齢幼虫を飼育する容器内

に，ミジンコ水槽から混入したヒドラが発生した
場合，ヒドラに触れた 1 齢幼虫が捕食された事例
が複数確認された（図 8）．ヒドラが混入してしまっ
た場合には，別容器に準備した飼育セット内へ幼
虫のみを移動することで，極力ヒドラが混入しな
い環境を維持することが望ましい．2 齢幼虫以降で
はヒドラによる捕食は確認されなかった．

幼虫を早く上陸させてしまった場合の対処法
幼虫を上陸させて一晩以上たっても幼虫が土繭

図6．スイミー効果． 図7．“キイロ病”になった3齢幼虫．

図8．ヒドラに捕食されるヤシャゲンゴロウの1齢幼虫． 図9．人工蛹室で羽化するヤシャゲンゴロウ．A，前蛹；
B，羽化直後の新成虫．
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を作らなかった場合，再び水に入れても死んでし
まう可能性が高い．ある程度成熟した個体であれ
ば，そのまましばらく放置すると適当なところで
前蛹になる．その近くに人工的に凹みを作り，そ
こにそっと移動させることで問題なく羽化まで至
ることが多かった．（図 9）．この方法は他のゲンゴ
ロウ科でも同様に活用できる．

今後の課題
筆者らは飼育方法に種々の工夫を施した結果，

2015 年度は孵化個体数 737 頭に対して上陸個体数
78 頭（上陸率約 10.6%），2016 年度は孵化個体数
449 頭に対して上陸個体数 78 頭（上陸率約 17.4%）
という成果が得られた．これは，高いとは言えな
い数値である．この要因として以下の 2 点が考え
られる．1 点目は飼育個体数が多すぎたことである．
個体数が多すぎると必然的に換水や餌やり等の作
業が増加するのに加え，必要な餌の量も増加する．
全ての幼虫を育てようとした結果，目を配り切れ
なかった個体が増加したことや，餌の供給が間に
合わなかったこと等が要因の一つだと考えられる．
2 点目は担当職員による飼育技術の差である．幼虫
の飼育には，換水作業や強制上陸のタイミングの
判断など，様々な飼育技術や経験が必要であるが，
これは一朝一夕で身につけられるものではない．
本種の飼育は職員が日替わりで行っており，そこ
で生じた飼育技術の差により上陸のタイミングを
見誤ったり，換水が適切に行われなかったりする
事例があった．このような問題は，大量飼育をす
る際には切っても切れない問題であるため，飼育
可能な個体数の上限を設けたり，職員間の研修会
を実施するなどして改善する必要があるだろう．

本報告では，飼育の難易度が高いミジンコ類を
好んで捕食するヤシャゲンゴロウを中心として，
飼育方法のコツや留意点などを示した．これらの
技術は，ヤシャゲンゴロウと同様にミジンコ類を
捕食し，環境省版レッドデータブックに掲載され
て い る マ ル ガ タ ゲ ン ゴ ロ ウ Graphoderus adamsii 
(Clark, 1864)， カ ラ フ ト マ ル ガ タ ゲ ン ゴ ロ ウ G. 
zonatus (Hoppe, 1795)（環境省自然環境局野生生物
課希少種保全推進室，2015），また国のレッド種で
はないが本州では生息域が限られるメススジゲン
ゴロウ Acilius japonicus Brinck, 1939 などを飼育す
る際にも応用できると考えられる．一方で，マル
ケシゲンゴロウ属 Hydrovatus Motschulsky, 1853 な
どの小型種については，繁殖生態や飼育方法につ
いて未解明の種が大半を占める．環境省版および
都道府県版レッドデータブックには多くの小型種

が掲載されていることから，環境アセスメント等
に伴う保全措置の検討や，今後生息域外保全が行
われる可能性があることを念頭におき，早急に基
礎的な生態情報を蓄積することが望まれる．
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【短報】ホソセスジゲンゴロウの色彩変異について
ホ ソ セ ス ジ ゲ ン ゴ ロ ウ Copelatus weymarni 

Balfour-Browne，1946 は，国内では北海道から九
州に分布するセスジゲンゴロウ属の種である（森・
北山，2002）．森・北山（2002）では，本種の色彩
について，背面は褐色～暗褐色，時に上翅基部が
きわめて細く淡色になることが記されている．ま
た，森・北山（2002）に記されている国内産のセ
スジゲンゴロウ属の検索表では「上翅はほぼ一様
に褐色～暗褐色．時に基部がきわめて細く不明瞭
に淡色になる．」という形質により，北海道，本州，
四国，九州（屋久島を除く）に分布するセスジゲ
ンゴロウ属の種は本種として同定される．

筆者は，これまで知られていなかった本種の変
異を確認した．この変異個体は，セスジゲンゴロ
ウ属の他種と同様に上翅の基部に黄褐色の帯状の
模様が見られるため，上述した本種の形質には当
てはまらない．検索表で同定する際には留意すべ
きだと考えられるため，ここに報告する．なお，
同定は雄交尾器の確認により行ったが，同所的に
採集された個体がすべて本種であったこと，外部
形態に差異が見られなかったことから，同時に採
集された雌も本種と同定した．標本は全て筆者が
採集したものであり，筆者が保管している．

［変異 1］：1♂1♀，石川県白山市八幡町戌　石川
県ふれあい昆虫館野外生態園，5．V．2015；1♂，
同所，5．IX．2016（図 1）．
［変異 2］：1♀，石川県白山市八幡町戌　石川県

ふれあい昆虫館野外生態園，5．IX．2016（図 2）．
上翅の変異は 2 型が確認された．すなわち，通

常見られる上翅全体が褐色～暗褐色の個体（図 3）
に比べ，上翅基部に見られる黄褐色の帯状の模様
が発達する個体（変異 1：図 1），黄褐色の帯状の
模様が細く変異 1 と通常個体との中間型のような
個体（変異 2：図 2）である．この変異個体は，石
川県ふれあい昆虫館野外生態園内のみどり池およ
び降雨後にできる一時的な水たまりにおいて，数
少ないながらも 2 年連続で確認されている．

末筆ではあるが，発表を勧めていただいた福岡
県保健環境研究所の中島淳博士にお礼申し上げる．
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図1．ホソセスジゲンゴロウ（変異1）．

図2．ホソセスジゲンゴロウ（変異2）．

図3．ホソセスジゲンゴロウ（通常型）．
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